
株主のみなさまへ

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申
しあげます。
第107期（自平成18年4月1日至平成19

年3月31日）の報告書をお届けするにあ
たりまして、ご挨拶申しあげます。
当社グループの連結業績は、営業利益

1,820億円、経常利益1,472億円、当期純利
益1,024億円となり、一方、当社単独の業
績は、経常利益626億円、当期純損失
2,492億円となりました。
当社の剰余金の配当等に関する基本的

な方針は、株主のみなさまに安定的な剰
余金の配当を実施するとともに、財務体
質の強化および業績の中長期的な向上を
踏まえた積極的な事業展開に備えるた
め、内部留保を充実することにあります。
当期におきましては、単独決算におい

て多額の当期純損失を計上した結果、利
益剰余金がマイナスとなりましたが、こ
の損失の計上により将来の財務リスクが
軽減されたこと、現金支出を伴う損失で
はないこと、また、今後も収益は回復基
調にあり、継続して安定的な収益および
キャッシュ・フローを見込んでいること
から、期末配当金はその他資本剰余金か
らの配当とし、1株当たり3円とさせてい
ただきます。
なお、単独決算における多額の当期純

損失に鑑み、当期の役員賞与は支給しな
いことといたします。
ユビキタスネットワーク社会の進展と

ともに、IT（インフォメーションテクノ
ロジー）は、社会のあらゆるところに浸
透し、大きな利便性と変化をもたらして
います。企業においては、ITは業務プロ
セスとの結びつきを深め、単なる効率化
の手段にとどまらず、事業活動展開との
一体化が進んでいます。
こうした中で、経営基盤、社会基盤と

してのITシステムは一層高度化し、以前
にも増して高い信頼性が求められており

ます。当社グループは、「常に新しい価
値の創造に努め、強いインフォメーショ
ンテクノロジーをベースに、お客様の求
める高性能・高品質のプロダクト、サー
ビスによるトータルソリューションを永
続的に提供することにより、利益と成長
を実現し、国際社会・地域社会との共存
共栄を図る」ことを目標としています。
お客様の置かれている環境、ビジネスや
課題を真に理解したうえで、お客様の成
長と発展に寄与するIT活用を形にしてま
いります。また、実際に人やものが動く
現場でのITの活用を進め、お客様のビジ
ネスや社会生活に革新をもたらすことを
目指してまいります。さらに、社会活動
を広く支えるITシステムの運用品質向上
にも一層注力してまいります。
当社グループは、これらを通じ、お客

様に信頼されるパートナーとして、お客
様とともに成長することを目指しており
ます。
株主のみなさまにおかれましては、な

にとぞ倍旧のご指導、ご支援を賜ります
ようお願い申しあげます。

平成19年6月

代表取締役会長　秋草　直之（左側）

代表取締役社長　黒川　博昭（右側）
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